
点検作業の効率化
【入力支援システム】

資料２

【入力支援 テ 】

位置認識技術を利用した点検位置等の自動収集

スマートフォンを用いて、ＧＰＳ等※から点検時の位置を把握。これに基づき、
・点検した区間及び構造物名等の位置関連情報を自動取得。
近傍 過去 点検デ タを提 比較が 能・近傍の過去の点検データを提示し、比較が可能。
また、過去の写真と重ねて同じ構図での撮影が可能。

従来の点検

紙⾯へ変状の カメラに紙⾯に記録された過去の

※GPS、U-code付きICタグ、センサ

＋紙⾯へ変状の
位置等を記録

カメラに
よる撮影

紙⾯に記録された過去の
点検データと⽐較 ＋

位置認識技術 利⽤イメージ
スマートフォン

キロポスト： 35.8KP
路線名：○○⾃動⾞道

管理所名：○○管理事務所
道路区分 本線橋
橋梁名 ○△橋
上下線区分 上り線
径間 [未確定]
損傷種別 [未確定]
損傷部位 [未確定]
損傷位置 [未確定]

位置関連
情報を

自動取得
道路区分 本線橋
橋梁名 ○△橋

キロポ○○⾃動⾞道
管理所名：○○管理事務所近傍の

過去の

点検データ
を提

過去の写真
と重ねて
同じ構図で
撮影が可能

期待される導入効果

損傷位置 [未確定]
損傷評価 [未確定]

終了 設定撮影

橋梁名 ○ 橋
上下線区分 下り線

次へキャンセル

を提示 撮影が可能

・ 変状内容の記録 及び 写真撮影・整理 の省力化
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